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のすっこ未来通信

Ｔｅａｍｓを活用して分科会場をつなぎ、電子黒板を活用して南部教育事務所から指導講評の共有化を図っている

1月27日（水）広田小学校の学校訪問に伺いま

した。今年度は新型コロナウイルス感染症拡大によ

る臨時休業の影響により、授業時数確保の観点か

ら学校訪問の形態を大幅に変更して対応しました。

その中でも 「南部事務所からの指導講評」につい

ては、本市も含めて、南部管内のほとんどの学校が

「校内放送」を活用して行っているとのことでした。

そのような中で、広田小学校では教師用ＰＣであ

る「surface」のカメラと「Ｔｅａｍｓ」の会議システム

を活用し、校長室と各分科会場をつなぎ、南部教育

事務所の指導主事の顔を見ながらの指導講評を行

うことができました。

準備も大変であったと思いますが、導入された機

器を効果的に活用するため、“実際にやってみる”こ

との大切さを感じた 1日でした。

小学校低学年のキーボードに貼られたシール 鍵盤ハーモ

ニカの運指に使うシールを応用してログイン順番を示す

低学年に向けて６年生がシール貼りやログインのお手伝い

低学年がＰＣへログインする際に、アルファベットの

大文字と小文字（Ｎとｎ等）が分からない可能性が

あるとして、順番を色分けしたシールを貼っていまし

た。6年生がシールを貼ったり、ログインのお手伝い

をしたり、大活躍していたとのことでした。


